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概要
Nexus Dashboard Orchestratorのアップグレードに関しては、2つのアプローチがあります。

•各コンポーネント（Nexus Dashboardプラットフォームや Orchestratorサービスなど）を順
番にアップグレードすることによるインプレースアップグレード。

このアプローチは、この章で説明されており、次の場合に推奨されます。

•物理的な Nexus Dashboardクラスタを使用している場合。

• NexusDashboard（2.2.2以降）およびNexusDashboardOrchestrator（3.7.1以降）の最近
のリリースを実行している場合。

このアプローチを使用して Orchestratorリリース 3.3(1)以降をアップグレードできま
すが、Orchestratorサービスをアップグレードする前に、基礎となる Nexus Dashboard
プラットフォームをアップグレードする必要がある場合があります。このような場

合、以下で説明する構成の復元によるアップグレードの方が、より高速で簡単な場合

があります。

•新規インストールを展開し、バックアップ復元ワークフローを介して既存の構成を転送し
ます。

サービスカタログを介した自動アップグレード

1



このアプローチは、構成の復元を使用した手動アップグレードで説明されており、次の場

合に推奨されます。

•リリース 3.3(1)より前のNexus Dashboard OrchestratorまたはマルチサイトOrchestrator
のいずれかのリリースを実行している場合。

この場合、インプレースアップグレードはサポートされていないため、構成の復元を

使用してアップグレードする必要があります。

•仮想NexusDashboardクラスタを使用していて、NexusDashboardOrchestratorの古いリ
リースを実行している場合。

古い Nexus Dashboard Orchestratorリリースからアップグレードするには、基盤となる
NexusDashboardプラットフォームもアップグレードする必要があります。その場合、
新しいクラスタを展開して構成を復元すると、必要なメンテナンスウィンドウが短縮

される可能性があります。

これにより、以前のバージョンに戻したい場合やアップグレードが失敗した場合に備

えて、既存のクラスターを切断して、アップグレードが完了するまで既存のVMを保
持することもできます。

リリース 4.0(1)以降における変更

リリース 4.0(1)以降、Nexus Dashboard Orchestratorは、テンプレートの設計と展開に関して、
いくつかのベストプラクティスを検証して適用します。

•すべてのポリシーオブジェクトは、依存関係に応じた順序で[展開（deployed）]する必要
があります。

たとえば、ブリッジドメイン（BD）を作成するときは、それをVRFに関連付ける必要が
あります。この場合、BDには VRF依存関係があるため、VRFは BDの前または一緒に
ファブリックに展開する必要があります。これらの2つのオブジェクトが同じテンプレー
トで定義されている場合、Orchestratorは展開時にVRFが最初に作成され、ブリッジドメ
インに関連付けられるようにします。

ただし、これら 2つのオブジェクトを別々のテンプレートで定義し、最初に BDを使用し
てテンプレートを展開しようとすると、関連付けられている VRFがまだ展開されていな
いため、Orchestratorは検証エラーを返します。この場合、最初に VRFテンプレートを展
開してから、BDテンプレートを展開する必要があります。

•すべてのポリシーオブジェクトは、依存関係に応じた順序で[展開解除（undeployed）]す
る必要があります。つまり、展開された順序と逆の順序で展開する必要があります。

上記の結果から、テンプレートを展開解除するときは、他のオブジェクトが依存している

オブジェクトを展開解除してはなりません。たとえば、VRFが関連付けられているBDを
展開解除する前に、VRFを展開解除することはできません。

•複数のテンプレートにまたがる循環的な依存関係は許可されません。

ブリッジドメイン ( bd1 )に関連付けられたVRF ( vrf1 )の場合を考えてみます。これは、
次に EPG ( epg1 )に関連付けられます。[テンプレート 1（template1）]に vrf1を作成してそ
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のテンプレートをデプロイし、次に [テンプレート 2（template2）]に bd1を作成してそのテ

ンプレートをデプロイすると、オブジェクトが正しい順序でデプロイされるため、検証エ

ラーは発生しません。ただし、その後 [テンプレート1（template1）]に epg1を作成しようと

すると、2つのテンプレート間に循環依存関係が作成されるため、Orchestratorは、EPGの
[テンプレート1（template1）]追加を保存することを許可しません。

これらの追加のルールと要件により、以前のリリースからリリース 4.0(1)以降にアップグレー
ドするには、既存のすべてのテンプレートを分析し、新しい要件を満たさないテンプレートを

変換する必要があります。これは、次のセクションで説明するアップグレードプロセス中に自

動的に実行され、既存のテンプレートを新しいベストプラクティスに準拠させるために適用す

る必要があったすべての変更の詳細なレポートを受け取ります。

リリース 4.0(1)に移行する既存の構成をバックアップする前に、次の「前提事項と注意事項」
セクションで説明されているすべての要件を満たしていることを確認する必要があります。そ

うしないと、1つ以上のテンプレートでテンプレートの変換が失敗し、手動で問題を解決する
か、移行プロセスを再開する必要があります。

（注）

アップグレードのワークフロー

次のリストに、移行プロセスの概要と実行する必要があるタスクの順序を示します。

1. アップグレードガイドラインの確認と充します。

2. 必要に応じて、既存のNexusDashboardOrchestratorサービスを無効にして、NexusDashboard
クラスタをアップグレードします。

Nexus Dashboardリリースが 2.2(1)以前の場合は、Nexus Dashboardプラットフォームソフ
トウェアもアップグレードする必要があるため、これは必須です。これには、アップグ

レード中にすべてのサービスを無効にする必要があります。

ただし、Nexus Dashboardクラスタが仮想の場合は、新しいクラスタを展開して、そこに
Nexus Dashboardリリース 2.3(2b)以降を Orchestratorリリース 4.1(2)をインストールするこ
とを選択できます。新しいクラスタが稼働したら、古いクラスタのVMを切断し、新しい
クラスタで移行プロセスを完了することができます。これにより、既存のクラスタを保持

し、移行手順で問題が発生した場合に簡単にサービスを再開できます。これにより、アッ

プグレードがバックアップリストアアプローチを使用した手動アップグレードに効果的

に変わります。この場合、代わりに構成の復元を使用した手動アップグレードで説明さ

れている手順に従うことをお勧めします。

3. 既存の Orchestratorサービスを再度有効にしてから、Nexus Dashboard Orchestratorリリース
4.1(2)以降をアップロードしてアクティブ化します。

4. アップグレードを完了し、構成のばらつきを解決します。
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前提条件とガイドライン
Cisco Nexus Dashboard Orchestratorクラスタをアップグレードする前に、次の手順を実行しま
す。

• Nexus Dashboard Orchestratorリリース 3.3(1)以降を実行していることを確認します。

リリース 3.3(1),より前のリリースを実行している場合は、この章
をスキップして、代わりに構成の復元を使用した手動アップグ

レードで説明されている手順に従ってください。

（注）

•このリリースからのダウングレードはサポートされていないのでご注意ください。

ダウングレードしたい場合は、以前のバージョンを使用して新しいクラスタを展開して、

以前のリリースから構成を復元できます。以前のバージョンで新しいバージョンで作成し

たバックアップを復元することはできないので注意してください。言い換えると、リリー

ス 3.7(1)でリリース 4.1(2)からのバックアップを復元することはできません。

•現在の Nexusダッシュボードクラスタが正常であることを確認します。

Nexusダッシュボードクラスタの状態は、次の 2つの方法のいずれかで確認できます。

• Nexusダッシュボード GUIにログインし、[システム概要（System Overview）]ペー
ジでシステムステータスを確認します。

•いずれかのノードに直接rescue-userとしてログインし、次のコマンドを実行します。

# acs health
All components are healthy

•現在の Cisco Nexus Dashboard Orchestratorが正常に動作していることを確認します。

•既存の構成をバックアップする前に、構成のばらつきがないことを確認してください。

既存の Nexus Dashboard Orchestratorがリリース 3.7(1)以降である場合、『Nexus Dashboard

Orchestrator構成ガイド』の「構成のばらつき」セクションに記載されているばらつきの
調整ワークフローを使用できます。

•バックアップして、既存の Orchestrator構成をダウンロードします。

構成のバックアップについては、お使いのリリースのNexus Dashboard Orchestrator構成ガ

イドの「バックアップと復元」の章で説明されています。

•バックアップして、既存のファブリックの構成をダウンロードします。

Nexus Dashboard Orchestratorをアップグレードした後、構成のばらつきの調整を実行する
ことをお勧めします。これには、構成をファブリックに再展開する必要がある場合があり

ます。そのため、Nexus Dashboard Orchestratorによって管理されるすべてのファブリック
の構成バックアップを作成することをお勧めします。
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Cisco APIC構成バックアップの作成の詳細については、使用しているリリースの Cisco
APIC Basic Configuration Guideの「Management」の章を参照してください。

CiscoCloudNetworkController構成バックアップの作成の詳細については、ご使用のリリー
スのCisco Cloud Network Controller User Guideの「Configuring Cisco Cloud Network Controller
Components」の章を参照してください。

Cisco Nexusダッシュボードファブリックコントローラ構成バックアップの作成の詳細に
ついては、使用しているリリースの https://www.cisco.com/c/en/us/support/
cloud-systems-management/prime-data-center-network-manager/
products-installation-and-configuration-guides-list.htmlCisco NDFCファブリックコントローラ
構成ガイドの「バックアップと復元」の章を参照してください。

•テンプレートのバージョン管理を有効にしている場合（リリース 3.4(1)以降サポートされ
ている）、アップグレード中にテンプレートの最新バージョンのみが保持されることに注

意してください。

[ゴールデン（Golden）]のタグが付けられた古いバージョンを含む、テンプレートの他のす

べての既存バージョンは転送されません。

•既存のクラスターの構成バックアップを作成する前に、すべてのテンプレートがサポート
されている状態であることを確認します。

• [展開解除（Undeployed）]されたテンプレート、または作成後に[未展開（Never
Deployed）]テンプレートは、特に注意する必要はなく、アップグレード中に移行さ
れます。

• [展開された（Deployed）]すべてのテンプレートには、保留中の構成変更が含まれて
いてはなりません。

前回の展開以降に変更されたテンプレートが1つ以上ある場合は、テンプレートの最
新バージョンを展開するか、最後に展開されたバージョンに戻して再展開することに

より、展開以降のテンプレートへの変更を元に戻す必要があります。

• Orchestratorサービスをアップグレードするときは、次の2つの方法のいずれかで実行でき
ます。

• Cisco App Storeを使用した Orchestrator Serviceのアップグレード（11ページ）の説
明に従って、Nexusダッシュボードの App Storeを使用します。

この場合、Cisco DCApp Centerは、管理ネットワークを介して直接、またはプロキシ
設定を使用してNexusダッシュボードから到達可能である必要があります。Nexusダッ
シュボードのプロキシ設定については、『Nexus Dashboard User Guide』を参照してく
ださい。

AppStoreでは、サービスの最新バージョンにのみアップグレード
できます。別のリリースにアップグレードしたい場合は、以下に

説明したとおり、手動のアップグレードプロセスを使用する必要

があります。

（注）
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• Orchestratorサービスの手動アップグレード（13ページ）の説明に従って、新しいア
プリケーションイメージを手動でアップロードします。

このアプローチは、DC App Centerへの接続を確立できない場合、または使用可能な
最新リリースではないサービスのバージョンにアップグレードする場合に使用できま

す。

• SR-MPLSおよび SDA統合構成は、アップグレード中に転送されません。

展開にこれらの統合のいずれかが含まれている場合、移行には影響しませんが、通知を受

け取り、アップグレードの完了後にそれらを再構成する必要があります。

• NexusDashboardOrchestratorをこのリリースにアップグレードした後に新しいCloudNetwork
Controllerサイトを追加および管理する場合は、それらのサイトがCloudNetworkController
リリース 5.2(1)以降を実行していることを確認してください。

以前のリリースを実行しているクラウド Network Controllerサイトのオンボーディングと
管理はサポートされていません。

Nexus Dashboard Clusterのアップグレード
Nexus Dashboard Orchestratorのリリース 4.1(2)にアップグレードする前に、このセクションの
説明に従って、Nexus Dashboardクラスタをリリース 2.2.2以降にアップグレードする必要があ
ります。

Nexusダッシュボードクラスタがすでにリリース 2.2.2以降である場合は、このセクションを
スキップすることを選択できます。ただし、Nexus Dashboardリリース 2.3.2にアップグレード
することをお勧めします。

（注）

始める前に

次の前提条件があります。

•既存の Nexus Dashboard Orchestrator構成をバックアップおよびダウンロードしました。

Nexus Dashboard Clusterをアップグレードする前。

•既存の Nexus Dashboardリリースを確認します。

少なくとも、NexusDashboardリリース2.2.2にアップグレードする必要があります。Nexus
Dashboardリリース2.2.2以降をすでに実行している場合は、このセクションをスキップで
きます。

以前のリリースからアップグレードする必要がある場合は、リリース 2.3.2以降にアップ
グレードすることをお勧めします。

サービスカタログを介した自動アップグレード

6

サービスカタログを介した自動アップグレード

Nexus Dashboard Clusterのアップグレード



Nexus Dashboardは、2つ以上のリリースにわたる直接アップグ
レードをサポートしていません。

•リリース 2.0.xを使用している場合は、最初にリリース 2.1.2
にアップグレードし、次にリリース 2.2.2、最後にリリース
2.3.2にアップグレードする必要があります。

•リリース 2.1.xを使用している場合は、最初にリリース 2.2.2
にアップグレードしてから、リリース 2.3.2にアップグレー
ドする必要があります。

（注）

•アップグレードに影響を与える可能性のある動作、ガイドライン、および問題の変更点に
ついては、すべてのアップグレードホップのターゲットリリースのリリースノートを必

ずお読みください。

アップグレードプロセスは、すべての Nexusダッシュボードフォームファクタで同じで
す。物理サーバ、VMware ESX Linus KVM、またはAzureまたはAWSを使用してクラスタ
を展開したかどうかに関係なく、ターゲットリリースのISOイメージを使用してアップグ
レードします。

•現在の Nexusダッシュボードクラスタが正常であることを確認します。

Nexusダッシュボード GUIの [システム概要（System Overview）]ページでシステムのス
テータスを確認するか、rescue-userとしてノードの1つにログインし、acs healthコマン

ドを実行して All components are healthyが返ってくることを確認します。

•アップグレードの前に、既存の Nexus Dashboardクラスタ構成のバックアップを作成する
ことをお勧めします。

•アップグレードが進行中にワーカーまたはスタンバイノードを追加するなど、設定変更が
クラスタに対して行われていないことを確認します。

• Nexus Dashboardをリリース 2.1(1)以前からアップグレードする場合は、UIを適切に表示
するには、アップグレードの完了後にブラウザのキャッシュをクリアする必要がある場合

があります。

ステップ 1 Nexusダッシュボードイメージをダウンロードします。

上記の「始める前に」セクションで説明したように、複数のホップにまたがってアップグレードする必

要がある場合は、すべてのターゲットホップのイメージをダウンロードします。

a) [ソフトウェアダウンロード（Software Download）]ページを参照します。

https://software.cisco.com/download/home/286327743/type/286328258

b) ダウンロードするNexusダッシュボードのバージョンを選択します。
c) Cisco Nexusダッシュボードイメージ（ nd-dk9.<version>.iso）。
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最初のクラスタ展開にVMwareESX.ovaイメージまたはクラウドプロバイダーのマーケッ
トプレイスを使用した場合でも、すべてのアップグレードで .isoイメージをダウンロー

ドする必要があります。

（注）

d) （オプション）環境内のWebサーバでイメージをホストします。

イメージをNexusダッシュボードクラスタにアップロードする場合、イメージに直接URLを指定する
オプションがあります。

ステップ 2 現在の NexusダッシュボードGUIに管理者ユーザとしてログインします。

ステップ 3 クラスタ内のすべてのサービスを無効にします。

Nexus Dashboardをアップグレードするときは、現在インストールされているすべてのサービスを無効に
する必要があります。

ステップ 4 クラスタに Nexus Dashboardイメージファイルをアップロードします。

Nexus Dashboardのリリースによって UIが若干異なる場合がありますが、ナビゲーションは
同じです。

（注）

a) [Operations（オペレーション）] > [ファームウェア管理（Firmware Management）]に移動します。

b) [イメージ]タブを選択します。

c) [アクション（Actions）]メニューから、[イメージの追加（Add Image）]をクリックします。

ステップ 5 新しいイメージを選択します。

複数のホップでアップグレードする必要がある場合は、アップグレード先の即時リリース用

に一度に1つのイメージのみをアップロードする必要があります。次に、そのホップへのアッ
プグレードが完了したら、次のホップのイメージを使用してプロセスを繰り返すことができ

ます。

（注）

a) [ファームウェアイメージの追加（Add Firmware Image）]ウィンドウで、[ローカル（Local）]を選
択します。

または、ウェブサーバでイメージをホストした場合は、代わりに [リモート（Remote）]を選択しま
す。
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b) [ファイルの選択（Select file）]をクリックし、最初の手順でダウンロードした ISOイメージを選択
します。

リモートイメージのアップロードを選択した場合は、リモートサーバ上のイメージのファイルパス

を指定します。

c) [アップロード（Upload）]をクリックして、イメージを追加します。

イメージがNexusダッシュボードクラスタにアップロードされ、解凍されて処理され、アップグレー
ドに使用できるようになります。プロセス全体に数分かかる場合があり、[イメージ（Images）]タ
ブでプロセスのステータスを確認できます。

ステップ 6 イメージステータスが「ダウンロード済み」に変わるのを待ちます。

イメージでイメージのダウンロードの進行状況を確認できます。

ステップ 7 更新を設定します。

a) [Operations（オペレーション）] > [ファームウェア管理（Firmware Management）]に移動します。

b) [更新]タブを選択します。

c) [更新のセットアップ（Setup Update）]をクリックします。

[ファームウェアの更新（Update Firmware）]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 8 アップグレードイメージを選択します。

a) [ファームウェアの更新（Firmware Update）] > [バージョン選択（Version selection）画面で、アッ
プロードしたファームウェアバージョンを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

b) [ファームウェアの更新（Firmware Update）] > [確認（Confirmation）]画面で、詳細を確認し、[イ
ンストールの開始（Begin Install）]をクリックします。

インストールの進行状況ウィンドウが表示されます。更新中は、この画面から移動できます。後で

更新ステータスを確認するには、[ファームウェア管理（Firmware Management）]画面に移動し、
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[最終更新ステータス（Last Update Status）]タイルで [詳細の表示（View Details）]をクリックしま
す。

これにより、必要な Kubernetesイメージとサービスが設定されますが、クラスタは新しいバージョ
ンに切り替わりません。次の手順で新しいイメージをアクティブ化するまで、クラスタは既存のバー

ジョンを実行し続けます。このプロセスは、全体で最大 20分かかる場合があります。

ステップ 9 新しい画像をアクティブにします。

a) [オペレーション（Operations）]> [ファームウェア管理（Firmware Management）画面に戻ります。

b) [最終更新ステータス（Last Update Status）]タイルで、[詳細の表示（View Details）]をクリックし
ます。

c) [Activate]をクリックします。
d) [アクティブ化確認]ウィンドウで、[続行]をクリックします。

すべてのクラスタサービスが起動し、GUIが使用可能になるまでに、さらに最大 20分かかる場合が
あります。このページは、プロセスが完了すると、自動的に再ロードされます。

ステップ 10 VMware ESXに展開された仮想クラスタをアップグレードした場合は、ノードを新しいプロファイルに
変換します。

クラスタがVMware ESXに展開されていない場合、または既にリリース 2.1.1以降にある場合
は、この手順をスキップしてください。

（注）

リリース 2.1.1以降、Nexusダッシュボードは、VMware ESXに展開された仮想ノードに対して 2つの異
なるノードプロファイルをサポートします。アップグレード後、既存のクラスタのすべてのノードを新

しいプロファイルの 1つに変換する必要があります。

•データノード：Nexusダッシュボード Insightsなどのデータ集約型アプリケーション向けに設計され
たノードプロファイル

•アプリノード：Nexusダッシュボード Insightsなどのデータ集約型アプリケーション向けに設計され
たノードプロファイル

選択するプロファイルは、使用例のシナリオによって異なります。

• Nexusダッシュボードオーケストレータサービスのみを実行する予定の場合は、すべてのノードを
アプリノードプロファイルに変換します。

• Nexusダッシュボード Insightsまたは共同ホストアプリケーションを実行する予定の場合は、ノード
をデータプロファイルに変換する必要があります。

ノードを新しいプロファイルに変換するには、そのプロファイルを使用して新しいノードを展開し、既

存のノードを一度に 1つずつ置き換えます。

a) ノードの 1つを停止します。

一度に 1つのノードを置き換える必要があります。

b) アプリまたはデータプロファイル OVAを使用して、VMware ESXに新しいノードを展開します。
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新しいノードを展開するときは、置き換えるノードとまったく同じネットワーク設定パラメータを

使用する必要があります。

c) 既存の Nexusダッシュボード GUIにログインします。

残りの正常なマスターノードのいずれかの管理IPアドレスを使用できます。

d) 左側のナビゲーションペインから、[システムリソース（System Resources）] > [ノード（Nodes）]
を選択します。

交換するノードが [非アクティブ（Inactive）]としてリスト化されます。

e) 置換する非アクティブマスターノードの隣にある(...)メニューをクリックして、[置換（Replace）]
を選択します。

[置換（Replace）]ウィンドウが開きます。

f) ノードの管理 IPアドレスとパスワードを入力し、[確認（Verify）]をクリックします。

クラスタは新しいノードの管理 IPアドレスに接続し、接続性を確認します。

g) [置換（Replace）]をクリックします。

ノードが設定されてクラスタに参加するまでに、最大で20分かかる場合があります。

h) クラスタが正常になるのを待ってから、他の 2つのノードに対してこの手順を繰り返します。

ステップ 11 アップグレードが成功したら、アップロードしたアップグレードイメージを削除します。

次のアップグレードのために新しいイメージをアップロードする前に、古いアップグレードイメージを

削除する必要があります。

ステップ 12 複数のホップにわたってアップグレードする場合は、アップグレードごとにこれらの手順を一度に 1つ
ずつ繰り返します。

Cisco App Storeを使用した Orchestrator Serviceのアップ
グレード

ここでは、CiscoNexusDashboardOrchestratorをアップグレードする方法について説明します。

始める前に

•前提条件とガイドライン（4ページ）で説明している前提条件をすべて満たしているこ
とを確認します。

• Cisco DCApp CenterがNexusダッシュボードから管理ネットワーク経由で直接、またはプ
ロキシ設定を使用して到達可能であることを確認します。

Nexusダッシュボードのプロキシ設定については、『Nexus Dashboard User Guide』を参照
してください。
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ステップ 1 Nexus Dashboardにログインします。

ステップ 2 左のナビゲーションメニューから [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 3 Nexus Dashboard Orchestratorの既存のバージョンを再度有効にします。

前のセクションで説明したように、Nexus Dashboardプラットフォームをアップグレードするために NDO
サービスを無効にする必要があった場合は、NDOリリース 4.1(2)以降にアップグレードする前に再度有効
にする必要があります。

Nexusダッシュボードプラットフォームアップグレードの前のバージョンの NDOの実行は、
NDOアップグレードの目的でのみ、限られた容量でサポートされます。このセクションの説明
に従って、NDOリリース 4.1(2)以降にアップグレードする必要があります。

（注）

ステップ 4 App Storeを使用してアプリケーションをアップグレードします。

a) [サービス（Services）]画面で、[App Store]タブを選択します。

b) [Nexusダッシュボードオーケストレータ (Nexus Dashboard Orchestrator)]タイルで、[アップグレード
(Upgrade)]をクリックします。

c) 開いた [ライセンス契約 (LicenseAgreement)]ウィンドウで、[同意してダウンロード (AgreeandDownload)]
をクリックします。

ステップ 5 新しいイメージが初期化されるまで待ちます。

新しいアプリケーションイメージが使用可能になるまでに最大 20分かかることがあります。

ステップ 6 新しい画像をアクティブにします。

a) [サービス（Services）]ページで、[インストール済みサービス（Installed Services）]タブを選択しま
す。
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b) [NexusDashboardOrchestrator]タイルの右上にあるメニュー（...）をクリックし、[利用可能なバージョ
ン (Available Versions)]を選択します。

c) [Available Versions]ウィンドウで、新しいイメージの横にある [アクティベート (Activate)]をクリック
します。

新しいイメージをアクティブにする前に、現在実行中のイメージを無効にしないでくださ

い。イメージアクティベーションプロセスは、現在実行中のイメージを認識し、現在実行

中のバージョンに必要なアップグレードワークフローを実行します。

（注）

すべてのアプリケーションサービスが起動し、GUIが使用可能になるまでに、さらに最大20分かかる
場合があります。このページは、プロセスが完了した時点で自動的に再ロードされます。

ステップ 7 古いサービスイメージを削除します。

サービスのダウングレードはサポートされていないため、アップグレード後にNexusDashboardから古いイ
メージを削除することをお勧めします。

a) [サービス（Services）]ページで、[インストール済みサービス（Installed Services）]タブを選択しま
す。

b) [NexusDashboardOrchestrator]タイルの右上にあるメニュー（...）をクリックし、[利用可能なバージョ
ン (Available Versions)]を選択します。

c) 使用可能なバージョンのウィンドウで、削除するイメージの横にある削除アイコンをクリックします。

次のタスク

NDOサービスをアップグレードした後、データベースのアップグレードのファイナライズ
（16ページ）で説明されているように、NDO UIからアップグレードを完了する必要があり
ます。

Orchestratorサービスの手動アップグレード
ここでは、CiscoNexusDashboardOrchestratorをアップグレードする方法について説明します。

始める前に

•前提条件とガイドライン（4ページ）で説明している前提条件をすべて満たしているこ
とを確認します。

ステップ 1 ターゲットの NDOリリースイメージをダウンロードします。

a) DC App Centerで Nexus Dashboard Orchestratorページを参照します。
https://dcappcenter.cisco.com/nexus-dashboard-orchestrator.html

b) [バージョン (Version)]ドロップダウンから、インストールするバージョンを選択し、[ダウンロード
(Download)]をクリックします。
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c) [同意してダウンロード (Agree and download)]をクリックしてライセンス契約に同意し、イメージをダ
ウンロードします。

ステップ 2 Nexus Dashboardにログインします。

ステップ 3 Nexus Dashboard Orchestratorの既存のバージョンを再度有効にします。

前のセクションで説明したように、Nexus Dashboardプラットフォームをアップグレードするために NDO
サービスを無効にする必要があった場合は、NDOリリース 4.1(2)以降にアップグレードする前に再度有効
にする必要があります。

Nexusダッシュボードプラットフォームアップグレードの前のバージョンの NDOの実行は、
NDOアップグレードの目的でのみ、限られた容量でサポートされます。このセクションの説明
に従って、NDOリリース 4.1(2)以降にアップグレードする必要があります。

（注）

ステップ 4 Nexus Dashboardに NDOイメージをアップロードします。

a) 左のナビゲーションメニューから [サービス（Services）]を選択します。

b) NexusDashboardの [サービス（Services）]画面で、[インストール済みのサービス（Installed Services）]
タブを選択します。

c) メインペインの右上にある [アクション (Actions)]メニューから、[アプリケーションのアップロード
(Upload App)]を選択します。

d) [アプリケーションのアップロード (Upload App)]ウィンドウで、イメージの場所を選択します。

アプリケーションイメージをシステムにダウンロードした場合は、[ローカル (Local)]を選択します。

サーバでイメージをホストしている場合は、[リモート (Remote)]を選択します。

e) ファイルを選択します。

前のサブステップで [ローカル (Local)]を選択した場合は、[ファイルの選択 (Select File)]をクリック
し、ダウンロードしたアプリケーションイメージを選択します。

[リモート（Remote）]を選択した場合は、イメージファイルのフル URLを指定します。たとえば、
http://<ip-address>:<port>/<full-path>/cisco-mso-<version>.napのようになります。

f) [アップロード (Upload)]をクリックして、アプリケーションをクラスタに追加します。

アップロードの進行状況バーとともに新しいタイルが表示されます。イメージのアップロードが完了

すると、Nexusダッシュボードは新しいイメージを既存のアプリケーションとして認識し、新しいバー
ジョンとして追加します。

ステップ 5 新しいイメージが初期化されるまで待ちます。

新しいアプリケーションイメージが使用可能になるまでに最大 20分かかることがあります。

ステップ 6 新しい画像をアクティブにします。
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a) [サービス（Services）]ページで、[インストール済みサービス（Installed Services）]タブを選択しま
す。

b) [NexusDashboardOrchestrator]タイルの右上にあるメニュー（...）をクリックし、[利用可能なバージョ
ン (Available Versions)]を選択します。

c) [Available Versions]ウィンドウで、新しいイメージの横にある [アクティベート (Activate)]をクリック
します。

新しいイメージをアクティブにする前に、現在実行中のイメージを無効にしないでくださ

い。イメージアクティベーションプロセスは、現在実行中のイメージを認識し、現在実行

中のバージョンに必要なアップグレードワークフローを実行します。

（注）

すべてのアプリケーションサービスが起動し、GUIが使用可能になるまでに、さらに最大20分かかる
場合があります。このページは、プロセスが完了した時点で自動的に再ロードされます。

ステップ 7 古いサービスイメージを削除します。

サービスのダウングレードはサポートされていないため、アップグレード後にNexusDashboardから古いイ
メージを削除することをお勧めします。

a) [サービス（Services）]ページで、[インストール済みサービス（Installed Services）]タブを選択しま
す。

b) [NexusDashboardOrchestrator]タイルの右上にあるメニュー（...）をクリックし、[利用可能なバージョ
ン (Available Versions)]を選択します。

c) 使用可能なバージョンのウィンドウで、削除するイメージの横にある削除アイコンをクリックします。

サービスカタログを介した自動アップグレード

15

サービスカタログを介した自動アップグレード

Orchestratorサービスの手動アップグレード



次のタスク

NDOサービスをアップグレードした後、データベースのアップグレードのファイナライズ
（16ページ）で説明されているように、NDO UIからアップグレードを完了する必要があり
ます。

データベースのアップグレードのファイナライズ
ここでは、以前の設定を復元するために使用する、新しい Nexusダッシュボードクラスタと
NDOサービスを展開して設定する方法について説明します。

始める前に

次の前提条件があります。

•既存の Nexus Dashboard Orchestrator構成をバックアップおよびダウンロードしました。

• NexusDashboardの展開とNexusDashboardOrchestratorのインストールの説明に従って、対
象の Orchestratorリリースをインストールしました。

ステップ 1 Orchestratorサービスの UIを開きます。

アプリを起動するには、Nexus Dashboardの [サービス]ページのサービスタイルで [開く]をクリックする
だけです。

NDO 4.1(2)以降を初めて開くと、アップグレード後の検証プロセスが自動的に開始されます。

ステップ 2 データベースのアップグレードをファイナライズします。

a) レポートに障害がリストされていないことを確認し、[復元して続行]をクリックして続行します。

このリリース用に構成データベースを更新する前に、アップグレードプロセスでいくつかの検証が実

行されます。検証は、次のステップの最終アップグレード段階で実行されるテンプレートとポリシー

の変更の概要が表示され、次の内容が含まれます。

•暗黙的なテンプレートストレッチ – 1つ以上のオブジェクトが暗黙的にストレッチされている場
合、アップグレードプロセスにより、明示的にストレッチされた新しいテンプレートが作成され、

オブジェクトがそれらのテンプレートに移動されます。

たとえば、vrf1を含み、site1に関連付けられているテンプレート ( t1 )と、vrf1を参照する BD
を含む (t2)が 2つのサイトがあるが、2つのサイト（site1と site2）に関連している場合、vrf1

は 2つのサイトの間で暗黙的に拡張されます。

これは、リリース 4.0(1)から許可されなくなり、VRFを両方のサイトに明示的に拡張する必要が
あります。このような場合、アップグレード中に、VRFは、両方のサイト間で明示的に拡張され
る別のテンプレートに移動されるか、そのテンプレートの他のポリシーにも拡張が必要かどうか

に応じて、元のテンプレートが両方のサイトに関連付けられます。
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この場合に作成されるテンプレートはすべて、[テンプレート %d のアップグレード（UpgradeTemplate

%）] という名前になります。%dは、新しく追加されたすべてのテンプレートが一意であることを

保証するために、1から始まる増分番号です。

•グローバルポリシーの移行 –すべてのグローバルテナントポリシー（DHCPリレーまたはルート
マップなど）およびファブリックポリシー（QoSなど）は、リリース 4.0(1)で追加された新しい
テナントおよびファブリックポリシーテンプレートに移動されます。

これは、4.0(1)のベストプラクティスに従って、既存のスキーマとテンプレートが NDO構成データ
ベースに再作成されるアップグレードの段階です。これらのスキーマとテンプレートは、グリーン

フィールドのスキーマ/テンプレートの作成であるかのように、ローカルの NDOデータベースにポス
トされます。次に、新しく保存されたテンプレートは、現在の展開要件とベストプラクティスに準拠

する正しい順序で展開されます。このステップのテンプレート展開では、「ローカル展開」オプショ

ンを使用して展開プランを計算し、データベースを更新しますが、サイトのコントローラに構成ペイ

ロードを送信しません。

アップグレードプロセスでは、ローカル NDOデータベース（NDOの観点からは正しい構成）とファ
ブリックに実際にデプロイされているものとの間の構成のずれもチェックされます。NDOのこのリ
リースが、アップグレード元のリリースと比較して追加のオブジェクトまたはプロパティをサポート

している場合、アップグレードはサイトのコントローラから既存の構成をインポートすることにより、

それらのばらつきを自動的に調整します。

b) 前のサブステップのレポートを確認し、[OK]をクリックして終了します。

データベースアップグレードの最終段階では、実行したアクションの完全なレポートが表示され、確

認できます。レポートを閉じた後でもう一度確認したい場合は、[バックアップ]ページの [復元レポー
トの表示]をクリックするだけです。

ステップ 3 バックアップが正常に復元され、すべてのオブジェクトと設定が存在することを確認します。

a) [サイト (Sites)]ページで、すべてのサイトが [管理対象 (Managed)]としてリストされていることを確認

します。

b) [テナント（Tenants）]および [スキーマ（Schemas）]ページで、以前の Nexus Dashboard Orchestrator
クラスタのすべてのテナントとスキーマが存在することを確認します。

c) [インフラストラクチャ（Infrastructure）] > [サイトの接続（Site Connectivity）]に移動し、サイト間
接続が変更されていないことを確認します。

メインペインで、各サイトの隣の [接続ステータスの表示（Show Connectivity Status）]をクリック
し、既存のトンネルが稼働しており、接続が中断されていないことを確認します。

d) メインペインで [構成（Configure）]をクリックして [ファブリック接続インフラ（Fabric Connectivity
Infra）]画面を開き、外部サブネットプールのアドレスを確認します。

[ファブリック接続インフラ（Fabric Connectivity Infra）]画面の [全般設定（General Settings）] >
[IPSecトンネルサブネットプール（IPSec Tunnel Subnet Pools）]タブを選択して外部サブネットプー
ルを表示し、CloudNetworkControllerで以前に構成された外部サブネットプールがクラウドサイトから
インポートされていることを確認できます。
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これらのサブネットは、オンプレミス接続のためのクラウドルータの IPsecトンネルインターフェイ
スとループバックのアドレス指定のために使用されるもので、以前の Nexus Dashboard Orchestratorリ
リースの Cloud Network Controllerでは、直接設定する必要がありました。

設定のばらつきの解決
いくつかの事例では、構成がサイトコントローラで実際に展開される状況が、NexusDashboard
Orchestratorで定義された設定と異なる場合があります。これらの構成の不一致は、[構成のば
らつき（Configuration Drifts）]と呼ばれ、次の図に示すように、テンプレートビューページ
のサイト名の横に[同期されていません（Out of Sync）]の注意で示されます。

Nexus Dashboard Orchestratorをアップグレードし、以前の構成バックアップを復元した後、こ
のセクションの説明で従って、アップグレードプロセスによって自動的に解決されなかった構

成のばらつきを確認して解決することをお勧めします。

構成のばらつきを解決する前にテンプレートを展開すると、Orchestratorで定義された構成を
プッシュし、ファブリックのコントローラで定義された値を上書きします。

（注）

ステップ 1 Nexus Dashboard Orchestratorで、[アプリケーション管理 (Application Management)] > [スキーマ (Schemas)]
に移動します。

ステップ 2 構成のばらつきに対して最初にスキーマを選択し、テンプレートをチェックします。

展開のスキーマとテンプレートごとに次の手順を繰り返します

次の 2つの方法のいずれかで、構成のばらつきをチェックできます。

•テンプレートが割り当てられている各サイトのテンプレート展開ステータスアイコンを確認します。

サービスカタログを介した自動アップグレード
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•テンプレートを選択し、[サイトへの展開 (Deploy to sites)]をクリックして構成比較画面を呼び出し、
構成のばらつきが含まれているオブジェクトを確認します。

ステップ 3 テンプレートに構成のばらつきが含まれる場合、競合を解決してください。

構成のばらつきの詳細については、『Cisco Nexus Dashboard Orchestrator Configuration Guide for ACI Fabrics』
の「構成のばらつき」の詳細を確認してください。

a) テンプレート展開ダイアログを閉じて、スキーマ表示に戻ります。

この時点でテンプレートを展開すると、Orchestratorデータベースの値をプッシュして、ファブリック
の既存の設定を上書きします。

b) テンプレートの [アクション (Actions)]メニューから、[ばらつきの調整 (Reconcile Drift)]を選択しま
す。

[ばらつきの調整 (Reconcile Drift)]ウィザードが開きます。

c) [ばらつきの調整 (Reconcile Drift)]画面で、各サイトのテンプレートレベルの構成を比較し、希望のも
のを選択します。

テンプレートレベルのプロパティは、テンプレートに関連付けられているすべてのサイトに共通です。

Nexus Dashboard Orchestratorで定義されたテンプレートレベルのプロパティを各サイトでレンダリン
グされた構成と比較し、NexusDashboardOrchestratorテンプレートの新しい構成を決定できます。サイ
ト構成の選択は、既存の Nexus Dashboard Orchestratorテンプレートのこれらのプロパティを変更し、
その場合、Nexus Dashboard Orchestratorの構成を選択すると、既存の Nexus Dashboard Orchestratorテン
プレートの設定はそのまま残されます

d) [サイト特有のプロパティに移動（Go to Site Specific Properties）]をクリックして、サイトレベルの構
成に切り替えます。

サービスカタログを介した自動アップグレード
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特定のサイトの構成を比較するために、サイトを選択できます。テンプレートレベルの設定とは異な

り、各サイトの Nexus Dashboard Orchestrator定義または実際の既存の設定を個別に選択して、そのサ
イトのテンプレートのサイトローカルプロパティとして保持できます。

ほとんどのシナリオでは、テンプレートレベルとサイトレベルの両方の構成で同じ選択を行いたとし

ても、ばらつきの調整ウィザードでは、サイトのコントローラで「テンプレートのプロパティ」レベ

ルで定義された構成と Nexus Dashboard Orchestratorで定義された構成またはその逆を選択できます。

e) [変更のプレビュー（Preview Changes）]をクリックして、選択内容を確認します。

プレビューは [ばらつきの調整 (Reconcile Drift)] ウィザードの選択肢に基づいて調整された完全なテン
プレート構成を表示します。

f) スキーマを保存します。

g) その後、[サイトに展開（Deploy to site）]をクリックして構成を展開し、そのテンプレートのばらつき
の調整を完了できます。

ステップ 4 Nexus Dashboard Orchestratorで各スキーマとテンプレートに対して上記の手順を繰り返します。

ステップ 5 監査ログをチェックして、すべてのテンプレートが再展開されていることを確認します。

[オペレーション（Operations）]タブの監査ログを表示できます。

[監査ログ（Audit Logs）]ページで、すべてのテンプレートが [再展開済み（Redeployed）]と表示され、完全

な再展開が正常に完了したことを確認します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


